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の beathrockのように幾層も重なったミクロ

ケスタの形態はとっていないが,海側へ 10°以

下のゆるやかな傾斜をなしている。

d 面積は約 1,300グで厚さは厚い所で約 50銘。
e 標本 111′ 中約 2.5%がHClに溶解し,

脇岬の14.5%,池塚の 13.2%に比べると

その溶解率は低い。

f 礫の大きさや淘汰度は野母崎のb6achrOck
に非常に類している。

g 礫岩の背後には砂丘やラダーンはない8'
h 時代を表わすような物質はこ́の礫岩から産出
していない。

以上のような特徴をもったこの礫岩は,特に a,

b, cな どから beachrOckと 考えることができ

る。すなわちbea¨  cong10merate というこ

とになろう。

佐世保市東浜にあるb●0こ hl oc kと

考えられる礫岩

1972年 3月 ,阪口和貝U氏より佐世保の東浜
海岸に beachFOCkら しい礫岩があることを聞い

た。その後同氏の案内でこの礫岩を調べる機会を

得たので,深謝し,その概略をここに紹介してみ

たいと思う。

この礫岩は佐世保層群相ノ浦層 (走向NS～

NoOE,傾 斜 8N)の砂岩の上を覆っている。
礫は玄武岩と砂岩の大礫を主としているが,玄武

岩の巨礫や;砂岩の申礫なども多い。このほか 1

“

大の石英や黒曜石も少,ないが含まれている。砂

岩礫は相ノ浦層の砂岩と考え,玄武岩礫は東浜町

の:海抜 60γ 80%を覆っている普通輝石かんら

ん石玄武岩と考えてまちがいない。また黒曜石を

含む軽石凝灰岩が近くの崖をつくっているが,近

いわりには礫岩の中に黒曜石が少ないのはどうし

てだろうどこの礫岩は一口でいえば,玄武岩と砂

岩の亜円礫よりなり淘汰度 5～ 7程度の礫岩であ

る。

beachrock として

みたこの礫岩の特徴

a 潮間帯に位置し干

潮の時はすべて海面

上に現われてしまうも

b 礫をすぐ近 くに分

布している岩石に求

めることができる。

第四紀の玄武岩礫を

多く含んでいる。

c 脇岬や奈留島池塚
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